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日本の大工道具とオランダ人
はじめに
19世紀初めに長崎・出島のオランダ商館に勤
務した3人の商館員たち， J. C.ブロムホフ，
J. F.フイツセル， F.フォン.シーボルトらは
多くの日本製大工道具を収集し，オランダに持
ち帰った。かれらの収集した大工道具はオラン
ダ・ライデン国立民族学博物館に所蔵されてお
り，その里帰り展覧会が2000年4月から 9月に
かけて長崎・神戸・横浜・佐倉で開催された。
この展示会を佐倉の国立歴史民俗博物館で見学
した筆者は，なんの仕掛けもない，ごく普通の，
前近代的なこんな道具だけで，現存するあの大
きな荘厳な神社仏閣・城郭を作ったのかと感心
したものである。撮り返ってみれば，明治の文
明開化以来さまざまな手仕事は機械化・動力化
されてしまったが，それ以前には日本の大工道
具は裏長屋から大名邸宅まで建築するハイテク
機器であり，その道具には長いあいだ、木と関わっ
てきたこの国の大工職人の知恵が込められてい
るらしいことに気づかされた。以来，折に触れ
て大工道具に関して細々とメモしてきたが，本
稿では専門家たちのすぐれた研究成果を援用し
て比較文化論的見地から論述することにした。
1 .古代ノコギリの出土
最近，奈良県明日香村で国内最古の柄付きノ
コギリが出土したとの新聞報道があった。道具
や工具の歴史に関心のある人には注目すべき記
事であった。出土物のカラー写真を添えたその
記事の一部を以下に記す。
「飛鳥時代に斎明天皇(在位655-661年)が
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外国使節をもてなした<迎賓館>があったとさ
れる石神遺跡(奈良県明日香村)から， 7世紀
後半のノコギリが出土した。調査した奈良丈化
財研究所は<柄と刃の部分が共に残った形での
出土例としては国内最古。工具の歴史を知るう
えで貴重だ、>としている。遺跡の南北に走る溝
から，木くずや板， 7世紀後半の土器などと共
に出土した。木の伐採や加工に使われた可能性
が高いという。刃は鉄製で，長さ25.2センチ，
幅2.7-3.8センチ。根元から折れ曲がり，先端
部は折れて無くなっていた。柄はヒノキで，長
さ27.7センチ。中央部分から持ちやすいように
湾曲しており，鉄製のクギで刃が固定されてい
た。(以下省略)J(2008年1月5日・毎日新聞・
夕刊)。
大工道具をはじめとする鉄製の古い工具は後
世まで残らないといわれる。鉄は古い時代には
貴重な道具用材であり，ノコギリのような鉄製
工具はもともと実用品として作られたものであ
るから摩滅するまで使用され，使用不能になれ
ば他の道具に加工・転用されたと考えられてい
る。その意味で，この度の飛鳥時代の鉄製ノコ
ギリの出土は道具・工具・鉄精製などの研究者
にとってはかなり貴重なものと思われる。かつ
て出土した 5世紀の小型枠弓ノコギリ(岡山県
金蔵山古墳から出土)の復元図を雑誌や図録な
どで見ることができるが，上記のノコギリの復
元図と調査結果が待たれるところである。ちな
みに毎年7・8月ごろ「発掘された日本列島展」
が江戸東京博物館で行われるので，数年後の展
示が期待される。
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2.ノコギリの歴史について
ノコギリ(鋸)については，一般に次のよう
に説明される。
「鋸の出現は，弥生時代に大陸から伝来した
鉄文化が広く普及した古墳H剖
主として骨.角・貴金属などの細工用であった。
飛鳥・奈良時代に仏教建築が発達すると鋸の本
格的な使用がはじまるが，長い間その機能には
限界があった。古代・中世には縦挽鋸はほとん
ど用いられず，横挽きの木葉形鋸が主たる鋸で
あった。(省略)室町時代に大陸から 2人挽き
の大鋸(オガ)が導入され，これによってはじ
めて縦挽きが可能となった(近年，大鋸を描い
た鎌倉時代成立の仏画が発見された)。大鋸が
及ぼした影響は大きく，やがて 1人挽きの前挽
大鋸(前挽鋸)や台切鋸の出現を促し，松など
の材種にかかわりなく正確な規格材の加工を容
易にした。J(r日本民具辞典Jより要約)。
道具関係の年表によると， 4世紀から 7世紀
の古墳から小さな鉄製ノコギリや木工具がたく
さん出土しているといわれており，これ以前の
ものはまだ確認されていない。大工道具関係の
講演・シンポジウムで参加者の一人から発せら
れた「ノコギリ」に関する質疑・応答の話が興
味ぶかいので以下に記す。《シーボルト等が収
集した日本の大工道具をテーマとして開催され
た「海を渡った大工道具展J(長崎出島・神戸・
横浜)，また「オランダへ渡った大工道具展」
(国立歴史民俗博物館)での公演・シンポジウ
ムの記録による。 2000年 4~9 月まで全国巡
回》。
<質問> Iノコギリはいつ頃からあるんです
か。それと，引くのと押すのではどちらが古い
のですか。」
<応答> Iノコギリはいつ頃からあったか，
それは知りたくなりますよね。でも，これもまっ
たくわかりません。また，引く鋸・押す鋸のど
ちらかがもとにあって，そこからどちらか新し
いものが出たということも，それはそういう研
究がないからわかりません。それよりも，どち
らが古い新しい，ということではなくて，ある
地域では最初から押していた，日本では最初か
ら引っ張っていた，ということだろうと思うん
です。そうすると，ではどうしてそういう違い
が出るのか，日本はなぜヲ|くのか，ということ
ですね。これはいろんな人が一生懸命考えて，
様々な説を出しておりますが，説得力のある説
が今のところありません。一番説得力がありそ
うにみえるのは，木が堅いか柔らかいか，とい
うものです。(省略)ひょっとしたら，何か深
い文化の違いが原因としてあるのではないかと
思っています。J(西和夫)(r大工道具から世界
が見えるj131頁)。
最初の質問であるノコギリの起源については，
出土物の記録から少なくともわが国では4世紀
には実在したと言えるが，それ以前のことは分
からないとされる。その次の質問である「ヲ|く
ノコギリ」と「押すノコギリ」の古さ・起源に
ついては実際のところは分らないらしいが，さ
まざまな研究書によれば後者の「押す」様式の
方がノコギリの原型と考えられるようである。
これに関しては，ある木工技術史家の見解がか
なり参考になる。
「現在の我国の鋸が，ほんの一部の金切り・
櫛挽きなどの特殊なものを除いて，ほとんどの
ものが引き挽きであるのと同様，鈎(カンナ)
もまたほとんど全部が引き削りである。しかし
鋸でも古墳時代の鋸は押し挽きで、あったようだ
し，江戸初期まで続いた木の葉鋸も押して用い
た形跡、も多分にある。大鋸(オガ)は押し・引
く両用で，錨(ガガリ)，前挽大鋸になって初
めて引く形式が完成した。J(成田寿一郎『木の
匠j108頁)。
木工用具や大工道具はほとんどすべて大陸か
ら伝来したものであり，ノコギリやカンナは{云
来当時には「押し切り・押し削り」様式であっ
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たが，次第に日本独自の「引き切り・引き削り」
様式に改良されたというのはあまりにも有名な
日本道具論である。上の引用文ではカンナにつ
いても言及されているが，これについては後で
取り上げることにし，さらに注目すべき箇所を
ヲ|く。
「大工の仕事は野職(やじよく)といって，
屋外の仕事が多く，本来なら立式で，押す方が
合理的と考えられるが，平安時代以降の多くの
絵巻物をみても，屋外であっても座って仕事を
しているものが多い。仕事をする場合の，立式
か座式かの選択は単なる工具の使い方の形式以
上の，大きな民族的本質みたいなものであろう。
鋸や飽の使い方も，招来当時は仮にすべて押し
であっても，いつのまにか日本人の生活の基本
パターンである，座りの形式に漸次吸収改変さ
れていったものと思われる。しかし，一言して
おきたいのは，今でも本当に力を入れなければ
いけない作業，たとえば撃(ノミ)で溝を掘る
ときは，突くといって押し，金を削る鍍(ヤス
リ)は押して使うし，砥石で刃物を研ぐときは
押して研ぐことを想起しておかねばなるまい。」
(成田，前掲書109頁)。
ノコギリには「押し切り」形式のもの， 1ヲl
き切り」形式のもの， 1押し・ 51き両切り」形
式(2人挽き)の 3種類があるが，それぞれの
民族や地域には伝統的に根付いた作業形式があ
り，なぜ「押し切り」形式なのか，なぜ「引き
切り」形式なのか，については合理的な説明が
むずかしいので， 1深い文化の違い」とか「民
族的本質」の違いなどと説明されている。西洋・
中固などでは「押し切り」形式が断然優位であ
り，日本が「引き切り」形式の独壇場なのは
「床座式作業様式」と深く関わっていると思わ
れる。しかし，日本的特質としての「床座式作
業様式」を持ち出しでも，なぜ「床座式」なの
か，という聞いは避けられないが，いまは不問
にしておく。
3圃ノコギリの麗史と日本化について
ここで再度，先の大工道具関係の講演・シン
ポジウムの記録に戻ってみる。
<質問> 1日本以外にもノコギリを引くとこ
ろはあるんですか。」
<応答> 1東南アジアにあるといわれていま
すが，私の知る限りでは実際に見てきたネパー
ルも押しておりましたし，木が堅いかといわれ
ると，堅いといえば堅い。私が知っている範囲
では日本以外で引っ張っている地域はわからな
いです。あると言われていますが。ヨーロッパ
を歩いていると確実に全部日本と違います。
(省略)この前，中国の方にこの話をしまして，
<中国ではどうですか>と議論になったんです
が，中国の方はくそんなの押すに決まっている0
51っ張って仕事はできない>とおっしゃいまし
た。何人かの方は，北東のある地域では日本の
ように引っ張っているとおっしゃいました。そ
れをさらに調べたら，日本の人たちが入ってい
て定着させたものらしい。だから，いま地域的
に中国のあそこは引っ張るよというのはそう簡
単には受け取れない。中国はやっぱり押す地域
ですね。J(西，前掲書132頁)。
ノコギリやカンナを「押す」か「引く」か，
一般的に言えば「道具の使用形式」についての
世界的情報はきわめて少ない。これは，道具論
の盲点かもしれない。インターネットを覗いて
もほとんど有用な情報は得られず，カンナやノ
コギリを押して使っていたという海外旅行者の
カルチャーショック体験に出会うばかりである。
こうした状況の中で，佐原真の論文「大工道具
の日本化J(1オランダヘ渡った大工道具」展示
図録45~50頁)は「押す地域」と「ヲ|く地域」
を明示しているきわめて貴重な論文である。そ
の論旨を箇条書きしてみる。
1) 5世紀，古墳時代の古いノコギリの刃は，
細長い長方形で，両方か片側の長辺にギザギザ
の歯がついていた。刃の一山は二等辺で，片寄
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りはない。
2) 6世紀に，歯の山が長辺と短辺とからな
り，使い手の方に山が傾くノコギリが出現する。
手前にヲ|いて使うノコギリである。これは，ノ
コギリの日本化である。
3 )ノコギリを 151く地域」は，古代エジプ
ト・現代ではスエズ以東トルコまで・アルパニ
アとギリシア(かつてのオスマントルコの支配
下)・ネパール。世界の大部分は古代ローマ以
来， 1押す地域Jである。
4)鎌倉時代にオガ(大鋸)と呼ばれる枠鋸
が伝来し，大きな材を挽くときは大きな枠鋸を
2人で使い， 1人が押して他がそれを返すか，
二人が押し合って使う。(国立歴史民俗博物館
に等身大のこの模型が展示)。この枠鋸(刃の
中央から左右に歯の傾きがふりわけられている)
はローマ時代から存在し，現在では世界中に普
及しており，現代中国の枠鋸もこれと同じであ
る。
5 )このオガ(大鋸)は日本では普及せず，
大きな刃に斜めの柄をつけた「前挽きJ(木挽
き)と呼ぶ挽き鋸が出現し，材を 1人で手前に
ヲ|いて縦挽きし始めた。すでにノコギリを引く
ことが定着していたからである。これは，ノコ
ギリの第二の日本化である。
以上，佐原論文の指摘により，大陸伝来の
「押し切りノコギリ」が二度の改良を経て現在
の「引き切りノコギリJ，すなわち「ノコギリ
の日本化」にまで進化したこと，さらに「引く
地域Jは日本以外にも存在することが示された
のである。ちなみに日本独自のタテヨコ兼用の
両刃ノコギリは1877年の第1囲内国勧業博覧会
で出現したものである。
[付記] 佐原論文には歴史的・地域的なノコギ
リの作業図が付されており，これはきわめて貴
重な挿絵なので本稿末尾に転載させていただき
ました。
4.カンナの歴史と日本化について
カンナについて，一般に次のように説明され
ている
「ヨ}ロッパや中国の錨は押して削るが，日
本の鈎は51いて削る。しかし，日本でも15-16
世紀にかけては押して使ったものらしく，突錨
(ツキカンナ)ともいわれていた。また，ヨー
ロッパや中国の錨刃は全面等厚・幅などがやや
模(くさび)形で，糸裏である。台はカシ材で
作る。なお，逆日を止めるために裏刃をそなえ
た二枚刃は明治期に出現したもので，わが国独
特のものである。J(前掲辞書より要約)。
ちなみに二枚刃カンナ(合せ錨)は1904年ご
ろ出現・普及したといわれる。
カンナの場合も，ノコギリと向様に，伝来時
の「押し削る」形式のものを「引き削る」形式
に改良し，日本化したと書かれている。現在の
形をしたカンナが，わが国で使われ始めたのは
16世紀後半からだといわれている。このことは，
要するに「押し削る」形式から「引き削る」形
式へ改良した日本化の時期だということである。
わが国への伝来時の形がどういうもので、あった
のかは， 17世紀に成立した明代の技術書『天工
聞物j(宋応星)に述べられている。要約する
と次の四項目になる。
1 )カンナはよく研いだ、刃を，木の台より少
し出したもので，木を平らにする道具である。
2 )古名を準(平らという意味)と言った。
3 )大きいものは臥準・推カンナと言い，桶
屋が用いる 0
4)普通のカンナは，台に横木がつき，推し
て削る。
最後の項目に示されているように，伝来時の
カンナは「押し削り」形式であり，江戸時代の
『和漢船用集j(1671年ごろ成立)では， 1初め
て薩摩にわたった鈍は，横木両麹付きのもので
あったが，今は薩摩以外ではみられなくなった」
とされており，また沖縄地方では江戸末期まで，
カンナは「押しカンナJ，縦挽きにはオガ(大
鋸)を用いていたと伝えられている。(成田，
前掲書72頁)。このことは，大陸伝来の伝統的
形式が畿内を中心に日本化されたが，その様式
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を受け入れるよりも大陸伝来の様式の方が強力
に根付いていた証拠に他ならない。カンナの発
展史，カンナの日本化について，再び前記の佐
原論文の知見をもとに箇条書きしてみる。
1 )古代エジプトでは，材の表面に砂をまい
てから石ですり磨いた。
2 )台に刃を付けたカンナ(台飽)はローマ
時代に出現した。
3 )束アジアでは，中国の春秋時代(前 5，6 
世紀)から，先のとがった細長い柄につけたヤ
リガンナ(錨)が使用された。
4) 日本では社寺の縁起絵巻物 (13世紀)に
ヤリガンナを使う職人が，左手で刃に近い柄を，
右手で柄の根もと寄りをにぎって「引き削って
いる」姿で描かれている。
5 )カンナは17世紀初めに日本に伝来した。
(*ちなみに竹中大工道具館作成の年表では
1529年ごろ「台錨出現普及」と記されている。)
6 )世界のカンナはローマ以来，把手や柄を
にぎって， 1押し削った」。
7 )ノコギリを手前に引くアルパニア・ギリ
シア・トルコでもカンナは「押し削る」。
8 )中国か朝鮮半島から伝来した「押しカン
ナ」から柄を取り去って， 1引き削る」形式に
改良して日本のカンナが生まれた。カンナの日
本化である。
9) 1向こうへ押して」使う道具だ、ったヤリ
ガンナもカンナ(台鈎)も，日本では「手前に
引く」道具にかえてしまったのはなぜか。
最後の項目に挙げられている「向こう押し」
という大陸様式を日本独特の「手前引き」に改
良した理由について，佐原論文では，すでに
「手前引き」に改良されていたノコギリの作業
様式を踏襲したのではないかと推測しているが，
この説明ではカンナに先立つノコギリの様式改
良・日本化の理由が見失われてしまう。そのた
め佐原論文は最後に， 1大工道具の日本化」と
いう一章を立て，日本独特の「操みキリ」を含
めて道具様式を再検討している。その説明には
他の研究者の仮説も援用されているが，きわめ
て説得力のある見解になっている。
16世紀以来の日本のノコギリ，つまり，刃
の根もとの柄をにぎるノコギリは，切れ味を直
接実感できます。カンナの台を直ににぎれば，
削りの微妙な感触を手は直接受け取ります。曲
り柄錐や上下・左右の運動による回転錐とくら
べて，両手で直接柄を回す採み錐は，孔あき具
合が，文字通り手をとるようにわかります。あ
き終わることを両手が知って勢いをゆるめると，
貫通の出口がはがれることなく，仕上がります。
本土のノコギリ・カンナ・キリには，すこしで
も密着して手で直接道具をつかみ，手の感覚を
大切にして使うという共通性があります。道具
の日本化の心です。J(佐原， 49頁)。
そして，この文章の後に，ある研究者(秋岡
芳夫)の説を引用して結論づけている。
1<なぜ， 日本人は鈎からグリップを取って
しまったのだろう。たぶん，“錐"と“手"の
聞にワン・クッション置くことで，刃先と木の
接点の感触がつかみにくくなるからではないか。
それほど，日本人は自分のてのひらの感覚に全
幅の信頼をよせている>。この言葉は，そのま
まノコギリにもキリにもあてはまります。J(佐
原， 49頁)。
ちなみに大工職人の世界にはカンナによる薄
削りコンクールがあり，カンナ屑の薄さの最高
は1，000分の 3ミリだという。(小原二郎『木の
文化をさぐるj246頁)。このような名人芸は，
刃先の抵抗力を微妙に感じ取れる手のひら感覚
をもった職人にしかできないのではないかと想
像される。
ノコギリもカンナも大陸様式の「押す」から
「ヲ|く」へと日本化された理由については，断
片的にさまざま語られている。比較的やわらか
い木材の性質，体格体力など日本人の身体的特
性，床坐作業の伝統，白木美への偏愛など，さ
まざまな要素から語られるが，佐原論文は日本
人(職人)の手の感覚・感触への信頼に注目し，
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これを第一の理由としている。もちろん，他の
副次的要素もあるだろうが，かつての大工・木
工職人はノコギリの柄もカンナ台も自分の手に
合わせて削り，細部まで調整したといわれる。
これは単なる使いやすさのためだけでなく，刃
先と用材との接触を微妙な部分まで感じ取ろう
としたからではないか。道具を「押し出し」な
がら作業するよりも， 1引き寄せ」ながら作業
する方が，作業主体の手のひらの感覚も鋭敏に
なるのではないか。一言でいえば， 1職人の手
は第二の脳」であることに帰着するのではない
か。
私見ながら，この「カンナを引く」様式には
日本人の白木美への愛着が深く関わっているの
ではないかと思われる。日本に自生する檎や杉
は大陸のものより柔らかく，カンナをかけるだ
けで美しい木肌と木目が浮き上がり，艶やかに
なって防水効果も増大する。このためには，大
陸伝来の大型の押しカンナよりは小型の引きカ
ンナの方が丁寧に削れるはずである。ドイツの
建築家ブルーノ・タウトが「香り高い檎材」の
伊勢神宮を賛美し，桂離宮を「純粋建築術の真
髄」として絶賛したのも，そこに白木の美を感
じ取ったからではなかろうか。簡素で清楚な白
木造りの建物に西洋とは全く異なる日本美を発
見したのである。これに対して彼は，その対極
にある日光東照宮を華麗さのみを誇る中閏様式
にすぎず，柱や床まで漆塗りや金泥塗りの粗暴
な俗悪品と見なしている。彼の日本建築観を大
雑把に捉えれば，白木造りは簡素・清楚・純潔
の日本的自然美で神道的建築物，彩色造りは市旬
澗・華麗・豪奪で中国的・仏教的建造物という
ことになろう。
[付記] 同じ刃物という点では，和包丁も引き
切りであるが，一般家庭の台所にあるピーラー
と称される「野菜皮むき器」も「引き削り」様
式で作られている。西洋・中国では「押し削りj
様式だといわれており，カンナと同様である。
このことと関わって，日本人の心理特性に注目
して「押す」と「引く」を対比した言語表現を
調べてみるのも方法論の一つである。例えば，
1<引き>上げるj:l<押し>上げるj，1<引
き>合うj:l<押し>合う」の対比はあるが，
1<引き>落とす」に 1<押し>落とすj(1<押
し>下ろす」なら可)は対比できないし， 1<引
き>換える」に 1<押し>換える」は対比でき
ないなど，言語心理学的視点から日本語表現を
根気よく調べてみる必要がある。多分， 1押す」
用例よりも「引く」用例の方が多いのではない
かと想像される。
大陸伝来のものを日本の風土に合わせて様式
改良するのが古代からの日本文化の特徴である。
道具類は実用品なので残されることが少ないが，
建築物は残ることが多いので古い寺社の柱や板
の加工痕跡を丹念に調べ，そこから古い道具を
推測する作業が重要になる。
佐原論文の世界のカンナの挿絵はきわめて貴
重なものなので本稿の末尾に転載させていただ
きました。
5.ゲンノウ(玄能)・カネジャク(曲尺)の
特徴について
日本で使われているノミを叩くゲンノウ(玄
能)は，大陸から伝来したものでなく，日本で
発明されたものといわれる。これにはひとつの
発生謹があり，以下の道具説明の中に記されて
いる。
「大形の鉄槌。鎌倉末期の曹調宗の僧玄翁が，
下野国で、殺生石を割ったときに用いたというと
ころから玄翁の名がつき，のちに玄能になった
という。源翁とも書く。頭と柄からなり，頭は
軟鉄であるが両端面に付鋼をする。柄はカシで，
使用者が握りやすいように削り仕上げる。玄能
には大・中・小・豆とあり，大玄能は主として
撃(ノミ)打ちに用いる。中玄能は，一端面は
平面，他端はゆるい球面。平面で撃打ち・釘打
ちをし，球面で釘の最後の一撃をし，材面の傷
つきを防ぐ。玄能は鋸(ノコギ1})・鈎(カン
ナ)についで工人の魂といわれる。j(前掲辞書
より要約)。
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12世紀ごろからの絵画資料でノミを叩く場面
を徹底的に調べた研究者(渡辺晶)によると，
その頭部が木製の槌を使っているという。そし
て近世の絵画資料や道具辞典などを調べると，
鉄製の槌は19世紀初期に登場したとされる。
文献考証としては， 18世紀中頃の道具辞典には
「石を割るときに使う鉄の大きな金槌を<源
翁>と呼んだ」とあり， 19世紀初め頃の文献に
「玄能」という文字が登場するという。これは
単なる呼び方の変更ではなく，多くの大工道具
が変化した時期ではないかと推測されている。
そうすると上記の辞書で示された「大形の鉄槌」
は19世紀初期の道具を指すことになる。中国の
大工職人の秘伝書といわれる『魯班経j(国立
公文書館所蔵)に記載されている机作りの数枚
の作業図では鉄斧の頭部でノミを叩き，刃の方
で材料を削っている。このことから中国にはノ
ミを叩くゲンノウは存在せず，日本独自の道具
と推測されている。 (r大工道具から世界が見え
るj66頁)。
余談だが，関東と関西のゲンノウは形が違う
らしい。関東のゲンノウの頭の形は左右対称で，
ノミを打つために片方の面が丸く加工しである
が，関西のゲンノウの頭は片方を細く絞ってい
て，この面で釘の頭を叩き締めるのだという。
(松浦昭次「宮大工千年の知恵j136頁)0 また，
一般家庭にあるゲンノウ=カナヅチは関西型に
似ていて，頭の片方が釘抜きになっているが，
こんなものを職人は使わないだろう。
次にカネジャク(曲尺)についての一般的説
明は次のようになる。
「直角に折れた物差。指矩(サシガネ)・曲矩
(マガリガネ)・矩ともいう。真鎗製・鉄(鋼)
製などがある。尺・寸・分の日が刻み込まれて
おり，長さと直角度の両方をはかることができ
る。このほか，裏目などの特別の刻目がついて
いる。裏目の I尺は表白の 1尺4寸1分4余，
すなわち平方根になる。屋根の角木の長さの算
出など特殊な目的に使用された。J(前掲辞書よ
り要約)。
カネジャクの呼び名は，サシガネ・マガリガ
ネ・カネなど，さまざまであるが，これらに共
通する「カネ」とは，昔から工匠の聞では「直
角」を意味するという。カネジャクについて，
専門家の解説には異口同音に賞賛の言葉が並ぶ。
「裏目，すなわち表目のr2倍の目盛の考案は，
これは素晴らしい大発明である。いつ，誰がと
いうことは一切不明だが，これを考えついた人
はたいへんな天才だ、ったと思う。この裏目をつ
けたサシガネは，中国はもとよりヨーロッパに
も見られない日本独自のものであるから，日本
の無名の天才の発明と考えられる。J(村松貞次
郎 f大工道具の歴史j135頁)。
「この裏目の目盛を誰がいつ頃考案したのか，
一切不明であるが，これは我国独特のもので，
おそらく江戸期の大工の棟梁の間の誰かの考案
であろうが，素晴らしい発明と言える。J(成田，
前掲書85頁)。
「大工はいろいろな道具を使いますが，その
中でも何が凄いと言って，このサシガネほど凄
いものはないと思います。す法を測るのですか
ら，目盛を打つであるのは当然ですが，ただの
定規とわけが違います。<計算尺>もかねてい
るのです。J(松浦昭次「宮大工千年の手と技J
58頁)。
サシガネに刻まれている目盛は，表目・裏目・
丸日など，部外者には分かりにくい。ある宮大
工の著書に，その日盛の読み方・使用法が挿絵
入りで解説されているので，そこから要点を記
しておく。
1 )サシガネはある太さの丸太から，どんな
大きさの角材が取れるかの計算ができる。
計算方法:まず，サシガネの「表目」を丸太に
あてて，丸太の直径を測る。表自の位置を指で
押さえておいて，サシガネをくるりと裏返して，
指で押さえである位置の「裏目」の目盛を読む。
その目盛の寸法が，この丸太から取れる角材の
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正方形の一辺の長さである。
2) I裏目」にはピタゴラスの定理が隠され
ている(日本人の発案)。中国のサシガネには
「裏目」がない。平安時代末期の建築物で，裏
目を使わないとできないような加工の跡が発見
されているので，その頃にはすでに裏目の刻ま
れたサシガネが発明されていたらしい。「丸目」
は江戸時代に刻まれたといわれる。
3) I裏目」には「表目」を';2倍した目盛が
刻んである o ';2 = 1.41421356 であるから，
「裏目」の 1寸の長さは「表目」では 1寸4分
1厘4毛2糸となる。
4)サシガネの裏目の短手(みじかで)の方
に刻まれた「丸目」の目盛で円の「直径」を測
ると，その数値がそのまま「円周の長さ」にな
る。直径×円周率(3.141592)=円周の長さ。
5 )サシガネの長手(ながて)の方の末端，
下から 3寸までの箇所に「ホゾ穴測定目盛」が
刻まれている。
6) I裏目」の横に，陰陽道とかかわる 8文
字「財・病・離・義・官・劫・害・吉」が刻ま
れている。
サシガネは大工職人にとっては必要不可欠な
道具であり，これを自由に使いこなし，規矩術
(建築術)を修得するまでにはたいへんな苦労
と勉強が必要だ、ったという。昔は，大工の若衆
は，夕方になると毎日，親方のサシガネの手入
れをさせられ，手入れを怠って錆が出たりする
と，サシガネの平で手や頬をピシャリと叩かれ，
目盛の痕がくっきりと肌に浮かび上がるほどだっ
た，という。(前場幸治『大工魂Jl 155~163頁)。
さまざまな知恵が詰まった大工道具の王様と
もいうべき伝統的なサシガネも，いまでは材質
はステンレス，目盛はメートル制による刻み，
裏目に表目も刻んである不思議なサシガネになっ
ているらしい。(村松，前掲書135頁)。
時代の流れとともに大工道具は変容し，動力
化されたり，使い捨ての様相を帯びる。目立て
をする伝統的なノコギリが1本1万円するのに
比べ，いまや 3本800円で売られているノコギ
リが現代の象徴だという。切れなくなったら捨
てる，使い捨ての時代である。「道具の使い捨
て，それは使い捨ての思想、，使い捨ての哲学，
そのものである。この思想はやがて，人の使い
捨てへとつながるに違いない。J(西和夫，前掲
書149頁)。
含蓄ぶかい言葉である。
6.オランダ商館員たちの大工道具コレクション
19世紀初めに長崎・出島のオランダ商館に勤
務したJ.C.ブロムホフ， J. F.フイツセル，
F.フォン・シーボルトたちは沢山の大工道具
を買い込んで本国に持ち帰っていた。彼らのコ
レクションは現在，オランダ・ライデン国立民
族学博物館に所蔵され， 2000年 4 月 ~9 月まで
日蘭交流400年を記念した里帰り展示会が「海
を渡った大工道具J(長崎・神戸・横浜)， Iオ
ランダへ渡った大工道具J(佐倉)と題して行
われた。 3人の収集者たちの概略を以下に記す。
ヤン・コック・ブロムホフ (1779~1853)は，
最初は荷倉役として出島に勤務 (1809~13) し
たが，一時帰国し，二度目は商館長 (1817~
23) として来日した。長崎の絵師・川原慶賀と
その弟子たちに生物・植物・薬草などの精密画
を描かせ，これを含めたさまざまなコレクシヨ
ンを持ち帰ったが，その中に大工道具も収集さ
れていた。彼は豊富な職人道具図を描かせてい
るが，収集したものを描かせたのではなく，収
集するためのカタログとして描かせたと考えら
れている。彼は1818年と1822年の二度，江戸参
府をしており，この旅行が収集の機会だ、ったと
いわれる。 1818年に将軍家斉と世子家慶に謁見
している。収集した大工道具は全36点で，その
うち18点および川原慶賀による「職人道具図」
画帳(道具数34点)が展示された。
ヨハン・フレデリック・ファン・オーフェル
メル・フイツセル (1800~48) は事務官・書記
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官・商館長次席として 9 年間 (1820~29)，出
島に滞在した。彼は1822年，商館長だ、ったブロ
ムホフの江戸参府に同行したときの様子を詳細
に記録しているとされ，また『日本収集品目録J
の大工道具の項には，次のようなメモがあると
オランダ人研究者は報告している。「桑名と宮
は優れた鉄製品の仕事場があることで有名であ
る。JI宮に到着したとき，われわれは立派な仕
事場で、つくられた様々な商品を勧められた。そ
れらはわれわれが使うことのできる類のもので
はなかったが，あまりに見事につくられていた
ので，かなりたくさんのものを買ってしまった。」
「どの町でも村でも誇るべきものが何かある。
桑名や宮は包丁や剣はもちろん，さまざまな鉄
製や銅製の商品で有名である。」このメモによ
り，彼の大工道具コレクションはその年の 3月
半ば，東海道の宮宿(熱田神宮門前にある宿駅)
で購入したことが分かる。また職人の作業姿勢
については次のように記録されているという。
「大工は多くの東インド原住民のようにほとん
ど地面に座って仕事をしている。彼らは脚と足
の聞に木材を挟み，自分たちの体に向かつてカ
ンナを動かし，小万やノミで体の方から削って
いく。J(WIオランダへ渡った大工道具j94頁)。
これにより，フィッセルは西洋人と異なる日本
人大工の床座作業とカンナの使用法に注目して
いたことが分かる。彼の収集道具数は46点で、あっ
たが，そのうち 7点および「職人道具図J4枚
(道具数35点)が展示された。
フイリップ・フランツ・フォン・シーボルト
(1796~ 1866) はドイツ人でありながら，オラ
ンダ人と詐称し，商館付き医師(外科医)とし
て来日して 6 年間 (1823~29)，出島に滞在し
た。彼はありとあらゆるもの，食事用具・衣服・
看板・大名駕龍など貧欲に収集して持ち帰った
が，その中に76点の大工道具が含まれていた。
そのうち27点および「職人道具図J4枚(道具
数24点)が展示された。
3人の大工道具コレクションの展示合計数は
52点であった。その種類は，マガリガネ・スミ
ツボ・チョウナ・オノ・ノコギリ類・カンナ類・
ノミ類・キリ類・ツチ類・クギヌキ・コガタナ・
ノコヤスリ・ノコノハクミ・トイシ・トイシ台，
である。研究者によると，これらの道具はほと
んど新品とみられ，当時市販されていた家大工
用の一般的なものを購入したとみられ，ノミ類
の種類と数が少なく，紫檀など銘木の柄を付け
たものはないし，柄を取り付ける細工も雑であ
るとされる。
彼らの収集した道具は宮大工用の上等品では
なく，一般の家大工用の普通品であるが，その
道具の価値はどこにあるのか。研究者たちの見
解をまとめると以下のようになる。
1 )現在，日本に残されている大工道具で江
戸時代と確認できるものはきわめて少ないので
希少価値がある。(オランダで保管されている
もの157点，日本国内で保管されているもの160
点とされる。)
2 )江戸時代後期の一般的な家大工用の道具
を知ることのできる貴重な資料である。(1人
の大工の必要最低限の道具はノコギリ 4，ノミ
14，カンナ 9，キリ 10など72点といわれる。)
3 )未使用であるため，たとえばカンナやノ
ミの刃の製作時の長さを知ることができる。
4)その道具を通して，その道具が作られ，
使われていた時代の姿，建築・社会が見えてく
る。
5 )江戸時代の日本とオランダの交流史の様
相が見えてくる。
6 )現代の使い捨ての丈化への反省につなが
る。
以上は，この展覧会とシンポジウムを総括し
た出版物から拾い集めた研究者たちの言葉で
あるが，その書名 nみんなで語ろう]大工道
具から世界が見える。建築・民俗・歴史そして
文化Jが現代という時代を含蓄ぶかく表してい
る。どの町でもコンクリートピルの工事が主流
となり，数少ない木造建築現場は防御シートで
覆われ，職人の作業姿も大工道具も人目から遠
ざけられ，ただ動力工具の音がするばかりであ
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る。日本の伝統的な町の風情が急速に気化しつ
つある。
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[付記]
2008年・ 2009年は「日本オランダ年Jである。
これは， 2008年が日蘭修好通商条約締結150周
年， 2009年が徳川家康による日蘭貿易の開始か
ら400周年の記念すべき年による。
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① ノコギリの種類
佐原論文より転載
富今器ノ
長さ B長会計 7αn
F主ぃ上め人が;怒っ言符銭 c・ I
日本の大工道具とオランダ人
② カンナの種類
佐原論文より転載
③ ドイツの小型カンナ(筆者所有)
長さ24cm・幅5cm'高さ6cm
(刀止めを含めると高さ13cm)
カンナ台は全面木製
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